




え直すとの意図のもとに、上記国際シンポジウムを 2020年（令和 2年）1月 11日に主催した。紙面の都合上、
プログラムは省略する⑴。本特集は、この国際シンポジウムの活字版である。掲載順に執筆者氏名を列挙する
と次のとおりである。Paula HOYOS HATTORI／パウラ・オジョス・ハットリ、岡本真／ OKAMOTO 
Makoto、José Miguel PINTO DOS SANTOS／ジョゼ・ミゲル・ピント・ドス・サントス、Charles Julius 
BORGES／チャールズ・ジュリウス・ボルジェス、Timon SCREECH／タイモン・スクリーチ、川田玲子／
KAWATA Reiko、児嶋由枝／ KOJIMA Yoshie、成澤勝嗣／ NARUSAWA Katsushi、谷口智子／ TANIGUCHI 


















WASEDA RILAS JOURNAL NO. 8 特集 1　RILAS研究部門「トランスナショナル社会と日本文化」主催
早稲田大学総合人文科学研究センター研究部門「トランスナショナル社会と日本文化」主催
国際シンポジウム　南蛮史料研究の新地平
International Symposium: Newer Stage for Namban Historical Source Studies
──────────────────────────────────────────────────────────
⑴　早稲田大学総合人文科学研究センターのサイト（https://www.waseda.jp/flas/rilas/news/2019/11/25/6780/）参照。
